
～地域の経営者はこのように考える～

主催：社団法人東北ニュービジネス協議会、在日米国商工会議所
【参加のお申込・お問合わせ】　社団法人東北ニュービジネス協議会事務局

〒980-0021　仙台市青葉区中央2－8－13　大和證券仙台ビル10F　TEL：022-261-5817　FAX：022-261-2890
E-mail：info@tnb.or.jp　　URL：http://www.tnb.or.jp/

1．開催趣旨
　東北地域の観光産業は、東日本大震災による地震、津波、原発事故により未曾有の被害を受けました。また、
その後の風評により入り込み客数は、平年の７割から８割減という地域もあります。この状態を克服するには、
まずもって観光産業に携わっている事業者の皆さん自身のパワーにあります。事業者の皆さんがどのようなビジ
ネスモデル、アクションプランをお考えになっているかが第一に大切なことです。事業者の皆さんのお考えを実
行に移すためにわれわれは何を支援できるのか、それをともに考えたい、このような趣旨で今回のシンポジウム
が企画されました。
　主催しますのは社団法人東北ニュービジネス協議会と在日米国商工会議所です。この2団体は、今回の震災
で被災された皆様に心からの哀悼の意を表し、またこれまで可能な限りの支援活動を実施してまいりました。震
災から８カ月経過した今、支援の内容も生活から復興・再生へのその内容をレベルアップさせなければならない
と考えております。
　多くの皆様のご参加をいただきながら、ともに考える機会にしたいと思っております。

2．開催日時

平成23年11月26日（土）13:00～16:30
3．開催場所
仙台サンプラザ 3階クリスタルルーム
（仙台市宮城野区榴岡5-11-1　TEL：022-257-3333）

4．定員／参加費／参加方法
参加者定員：250名
下記の問い合わせ先に、メールあるいは裏面の申込用紙にご記入いただき、FAXでお申込ください。

5．プログラム
●13：00～ 13：15　開会式

●13：15～ 14：00　基調講演Ⅰ 「大震災後の鉄道と観光」　里見　雅行 氏　JR東日本 取締役仙台支社長
●14：05～ 14：50　基調講演Ⅱ 「球場からボールパークへ」　マーティ・キーナート 氏　仙台大学副学長／東北楽天ゴールデンイーグルス シニアアドバイザー
●15：00～ 16：20　パネルディスカション テーマ「被災地の現状とわれわれのビジネスモデル」

モデレータ 高田　敏文 氏　東北大学 教授
パネリスト 若松　佐代子 氏　福島県 新つた旅館 女将　　　佐藤　勘三郎 氏　宮城県 ㈱ホテル佐勘 社長

山口ステファン 氏　山形県 ㈱トラベル東北 社長　　　ジェイムス・イエローリーズ 氏　㈱パシフィカ 社長
●16：20～ 16：30　質疑応答の後、閉会
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観光産業復興支援シンポジウム

参加費：無料



講師／モデレータ／パネリスト プロフィール

東日本旅客鉄道㈱ 
取締役仙台支社長

里見　雅行 氏
昭和30年生まれ
昭和55年３月　東京大学法学部卒業

主たる経歴
昭和55年４月　日本国有鉄道入社

62年４月　東日本旅客鉄道株式会社入社
平成11年９月　横浜支社　総務部長

15年６月　経営管理部　次長
18年６月　総務部　次長
19年６月　総務部　担当部長
20年６月　取締役総務部長
22年６月　取締役仙台支社長（現在に至る）

仙台大学副学長
東北楽天ゴールデンイーグルス
シニアアドバイザー

マーティ・キーナート 氏
アメリカ ロサンゼルス生まれ。スタンフォード大
学卒。慶応大学日本語コース修了。1969年再来日
以来、一貫して日米を通じたスポーツビジネスに
身をおく。自身も、野球、アメリカンフットボール、
バスケットボールを12年間、また日本社会人野球、
ラグビーなど多くのスポーツを実際にプレイした

スポーツマンでもあり、滞日40余年日米を股にかけたビジネス、プレイヤー双方
の実経験から、スポーツを通じての日米の比較、又、日本の教育システムに、さ
まざまな問題提起を意見する。2004年新球団「東北楽天ゴールデンイーグルス」
の初代ゼネラルマネージャー就任。2005年東北大学特任教授就任。2011年現在、
東北楽天ゴールデンイーグルスシニア・アドバイザー。
又、2009年4月より仙台大学に「英語でスポーツを語るキャンパス創り」をテー
マに掲げ副学長就任。日本のスポーツをよりよくしたい熱い想いにあふれている。

観光産業復興支援シンポジウム　「東北の観光を元気にするビジネスプラン」　参加申込書

申込方法 申込期間<E-mail> info@tnb.or.jp
<FAX> 022-261-2890

平成23年
11月21日（月） まで

※は必須項目です。　　●本シンポジウムの参加費は不要です。　　●会場の駐車場には限りがありますので、公共交通機関のご利用にご協力下さい。
 ●ご記入いただきました個人情報は、本シンポジウムに関するご連絡等意外には使用いたしません。
 ●お申込みの方へ　参加受付確認の返信ならびに参加証等の発送はございません。当日受付にてご所属、ご氏名をお伺いします。
 　　　　　　　　　参加キャンセルの場合は、お電話にてご連絡ください。 

東北大学 教授

高田　敏文 氏
　静岡県生まれ、東北大学・大学院を経て、福
島大学・東北大学におい研究・教育に従事し、
現在、東北大学会計大学院教授。国際的な連
携，特に東アジア（中国、台湾、韓国）のリー
ディング・ユニバーシティとの間で共同研究・
教育を実施し、その中心的な役割を果たして
います。
　東北ニュービジネス協議会（TNB）には、そ
の組織化の前段階の実地調査から携わり、ま
さしくTNBの生き字引のような存在です。
TNB東日本大震災復興支援委員会（新本委
員長）の立ち上げを提案し、今回のシンポジ
ウムの企画、調整、実施に同委員会委員とし
て携わっています。

福島県 新つた旅館 女将

若松　佐代子 氏
昭和32年生まれ
神奈川県横浜市に生まれる
　
昭和53年３月
関東学院女子短期大学卒業
白梅保育園に入社

昭和55年春
新つたへ嫁ぐ 

宮城県 ㈱ホテル佐勘 社長

佐藤　勘三郎 氏
昭和36年生まれ
昭和61年東北学院大学経済学部卒業
同年、㈳日本能率協会入職
昭和63年㈱ホテル佐勘入社
平成17年8月代表取締役社長就任

全国旅館業生活衛生同業組合副会長
宮城県ホテル旅館生活衛生同業組合理事長
秋保温泉旅館組合組合長
秋湯観光カウンシル委員長
秋保地域活性化協議会会長
宮城県生活衛生営業指導センター副理事長
東北福祉大学講師
仙台経済同友会幹事
仙台フィンランド協会幹事

山形県 ㈱トラベル東北 社長

山口ステファン 氏
昭和35年２月　米国カンザス州生まれ
昭和59年５月　オクラホマ州立大学東亜研究学科卒業

Magna Cum Laudeで学士号取得
昭和59年９月　スタンフォード大学大学院　　　　

東亜研究学科入学
昭和62年５月　スタンフォード大学大学院　　　　

東亜研究学科　修士課程修了
昭和62年４月　三菱商事株式会社　入社　　　　　

化学品グループに勤務
平成６年１月　山口建設株式会社　入社
平成19年５月　㈱山口コーポレーション　　　　　

代表取締役　就任
平成19年10月　株式会社トラベル東北　　　　　　

代表取締役　就任
平成21年５月　日本ソフト・パワー研究所　設立　

代表に就任

㈱パシフィカ 社長

ジェイムス・イエローリーズ 氏
昭和59年 上智大学日本語学科上級JLI（市ヶ谷）修了 
昭和60年 カナダ・トロント大学 卒業（東アジア研究・政治学 専攻） 
平成元年 東京大学 政治経済学・修士号 修得
平成８年 東京大学 政治経済学・博士号 修得

昭和63年～平成８年 NHKスポーツ解説
昭和63年～平成８年 早稲田大学 オープンカレッジ
 講師（講義日本語）
平成元年～平成４年 カナダ、ブリティッシュ・コロン
 ビア州政府 東京事務所商務官  
平成４年～平成７年 カナダ・アジア太平洋基金
 日本・韓国地区　代表 
平成７年～ カナダ教育連盟 顧問および日本代表
平成12年～ グローバル大学ドットコム 株式会社
 代表取締役社長
平成７年～ 株式会社パシフィカ 代表取締役社長

〈 基調講演Ⅰ〉

〈 パネルディスカッション〉

〈 基調講演Ⅱ〉

氏　名 ※

所　属
機関名

※
役　職

住　所
〒

電　話 ※ FAX ※

E-mail ※
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